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ファシリティ・ネットワーキング シンポジウム
～統合都市設計・運用・管理システムの展開に向けて～

統合監視の事例(IPv6ビル管理、遠隔モニタリング)
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構内ＬＡＮを活用した

ＩＰｖ６設備・セキュリティ統合管理制御システム

（㈱山武 藤沢事業所 藤沢テクノセンター）
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藤沢テクノセンターの建物概要

住所：神奈川県藤沢市川名１－１２－２

竣工：２００６年１１月１６日

設計：日本ファシリティ・ソリューション㈱

㈱日建設計

規模：地上１階～７階、搭屋２階、延べ面積１７，８７５㎡、

用途：事務所（主として研究開発、エンジニアリング部門）

■スマートターミナル■スマートレコーダ■デジタル調節計■燃焼安全制御機器■マスフローメータ■各種センサ

参考：藤沢事業所の紹介

敷 地 面 積：２５，０００㎡

操 業 開 始：１９６１年（昭和３６年）５月

工場の役割：コンポーネント製品の生産拠点

主要生産品：下記
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山武藤沢事業所 全体配置図

３０建

１建

保安室

ＪＲ東海道線

５建

藤沢テクノセンター

３建

４建

２建

【航空写真】Ｇｏｏｇｌｅ Ｅａｒｔｈ

５建屋上より望む
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省エネ工場見学会を２００２年から実施、延べ４５００人が省エネ実施例を見学された。
ＷＥＢによるエネルギー管理システム（エコモニタシステム）を核とした省エネ活動の成果。

・・・ＬＡＮによるオープンなシステムの採用、全員参加による省エネ活動が大きく貢献

藤沢事業所は省エネモデル工場

導入されるＢＡには、このＷＥＢによるオープンなシステムの採用、
全員参加による省エネの実施が継続できることが要求された。

藤沢工場ＣＯ２実績と目標
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研究開発棟建設（床面積４２％増
加）

移動で１５％人数が増加、ＲｏＨＳ対応で恒温槽、新規設備急増
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ビルマル、照明
設備との統合

計画にあたって事業所のニーズとＢＡＳの検討

ＩＰｖ６統合ＢＡＳ

（ｓａｖｉｃ-ｎｅｔＦＸ を採用）

エネルギー画面の
ＬＡＮによる閲覧

省エネモデル工場

ＩＰコントローラ、
Ｖ－ＬＡＮの採用

集中管理 セキュリティの向上設備統合

全員参加による
省エネ活動支援

既設建物も管理
省力、省エネ化

既設建屋内、棟間の
通信に既設ＬＡＮ利用

Ｒ＆Ｄセンターの
セキュリティ確保

設備一括管理
省力化を図る

オープンな通信
ＢＡＣｎｅｔ採用

入退管理、ＩＴＶカメラ監視

セキュリティと
勤務管理の共用

ＷＥＢ対応ＢＡの採用
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今回の計画では

既設のＯＡ用ＬＡＮを活用してＷｅｂ対応ＢＡＳの構築を検討
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既設の構内ＬＡＮ活用時の留意点、検討事項

１．採用検討時

●ＬＡＮの管理部門である情報システム部等の了解を得る。

●構内ＬＡＮに予備芯が有るか確認し、利用可能であればＢＡＳ用として利用をする。

スイッチングハブは、ＢＡＳ工事で別途用意し、情報系とは別系統にする。

●予備芯が無く、既設で配線ルートの施工が困難である場合は、既設ＬＡＮを活用する。

●ＬＡＮ停止時は、監視や計測、計量が行えなくなることを事前に了解を得る。

その場合のリスク、対応策などを事前に検討しておく。

●既設のスイッチングハブは、VLANの設定が可能か確認する。

●工事区分を明確にしておく。（スイッチングハブおよび電源、ポートへの接続、設定）
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既設の構内ＬＡＮ活用時の留意点、検討事項

２．施工、運用時

●中央監視システム用のVLAN内のIPアドレスは、ＢＡＳ側で設定、管理する。

●既存のＩＰアドレスとの重複を避けるため、事前に情報システム部門との打合せを行う。

●ネットワークの仕様確認を行う。

・ＢＡＳで必要とする帯域に要求、配線仕様の確認（ 10/100BASE-TX）

・ VLANは中央監視システム専用にL2 で構築。（同一リンク、同一サブネット）

●中央監視システムの調整を行うまでに、VLANの設定をしてもらう。
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全体の構内ＬＡＮ系統図とＢＡＳ機器接続
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設備・セキュリティ統合システム（ＢＡＳ）構成図
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ＩＰネットワーク採用でオープン（ユビキタス）な発展性

●BA機能画面はwindows上で
動く専用画面
●専用の監視装置が必要

●BA専用LANにG/Wを接続しそこから
BA専用フィールドバスで DDCを接続
●G/W用の専用盤が必要

●増設・増築時はBA専用
フィールドバスを新たに敷設

●サブ監視装置は予め監視
したい場所を決定して設置
●設置場所の変更は困難

これまでは…
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ＩＰ対応のＢＡでは
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●BA機能画面を全てWEB化
●専用の監視装置は不要
●あらゆるﾀｲﾌﾟのPCが利用可能

●サブ監視装置も監視した
い時に監視したい場所で
LANにPCを接続するだけ！

●GWではないのでLANに接続
される全てのDDCを管理可能

●増設・増築時もIP直結型
DDCを構内LANに接続す
るだけ!

●IP直結型 DDCを構内LANに接続
するだけ!
●無駄なG/Wは不要

これからは…

ＩＰネットワーク採用でオープン（ユビキタス）な発展性
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インターネット

データ
センター

サービス
センター、
支店など

フロアー

空調用
コントローラ

(AHU,VAV，
FCU）

Floor(Tenant）
Station

分散ｷｰﾎﾞｯｸｽ

昼光ｾﾝｻｰ

温度セン
サー

管理者
ＩＰ電話

フロアー

空調用
コントローラ

(AHU,VAV，
FCU）

Floor(Tenant）
Station

端末伝送装置
（火報信号他）

入退室
コントローラ

ＩＰカメラ ＯＡ端末

照明制御
ユニット

ＩＰネットワーク（ＮＧ
Ｎ）

ＩＰ電話

管理室 施設データセンター

光ＬＡＮ幹線

電力量計

ＥＡＣビルの差別化、付加価値向上
⇒情報化、インテリジェント化

・ＩＰネットワークはＮＧＮに移行
・設備はＩＰ、ブロードバンド対応
・ＩＰとＦＮも統合、新たな付加価値

コンシェルジェ

ＥＲＰ ＢＥＭＳＡＭ ＦＭＩＳＰ（ＩＤＣ）

エントランス

ウェザー
ステーション

ＩＰ ＢＡＳ（ＦＮ）とＩＴの統合を目指して
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最後に

情報統合ネットワーク時代を向かえ、

ＦＮＩＣの活動がますます重要になる。

情報統合ネットワーク時代を向かえ、

ＦＮＩＣの活動がますます重要になる。

ＩＰ通信はあらゆる情報（データ、音声、映像など）を送信でき、
ＢＡ、ＯＡ、ＴＣなどがＩＰネットワークに統合されるが、
相互接続、相互運用を実装するのは容易ではない。

ＦＮ（ＢＡ他）では、ＢＡＣｎｅｔ 、ＬＯＮＴａｌｋ 、ＴＳＣ２１、などがあり・・

ＩＰ電話では、ＳＩＰ規格だがベンダー間に仕様差があり・・・・

動画では、ＭｅｄｉａＰｌａｙｅｒ、ＲｅａｌＰｌａｙｅｒ、Ｑｕｉｃｋｔｉｍｅ、ＤｉｖＸなど

ＣＡＤでは、ＣＸＦ、ＳＸＦ、ＤＷＧ、ＪＷ－ＣＡＤ、ＳＦＣ、などがある。

・

・

ＴＭ Ｒ
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ご清聴 有難うございました。
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付録
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写真例

管理室（監視ＰＣ） 管理室（ＢＭＳ）

管理室（システム
制御盤）

ビルマルＩ／Ｆ

各種サーバ
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写真例

保安室

副監視ＰＣと
ＩＴＶサーバＰＣ
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写真例

出退社管理カードリーダ

退社側リーダ

専用バス乗降場側リーダ

出社側リーダ出社側リーダ

退社側リーダ退社側リーダ

保安室側リーダ
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写真例

出退室管理カードリーダ

入館リーダ



Copyright(c) 2006 Ｙａｍａｔａｋｅ All Rights Reserved.

写真例

環境安全グループ

エネルギー管理画面
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トップ画面

画面例

事業所全体配置図
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画面例

平面図（セキュリティ）/ＩＴＶ画面

平面図（照明）画面
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画面例

設備サマリグラフ（空調）

設備サマリグラフ（熱源）
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画面例 警報発生画面

設備サマリグラフ（受変電）

制御グラフ（電力デマンド）
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画面例

セキュリティ警報履歴画面

セキュリティ出入履歴画面


